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である。その際、従来の光源よりも波長が短い A r F エキシマレ－ザー (波長
1 9 3  n m)光源の使用は、加工寸法の微細化に有効である。しかし芳香族高分子
である既存のノボラック樹脂、ポリビニルフェノールではこの深紫外光をま























活物質として、2 , 2 , 6 , 6 -テトラメチルピペリジン - 1 -オキシル ( T E M P O )を側鎖に
有するメタクリレート高分子 ( P T M A )を設計し、これを合成している。ラジカ
ル重合により得たポリ ( 2 , 2 , 6 , 6 -テトラメチルピペリジン - 4 -イル  メタクリレ
1 
ート )のアミノ基を、メタクロロ過安息香酸でニトロキシドラジカルに誘導す
ることによりラジカル含量 8 0 モル %前後、分子量 1 0 万に近い P T M A を得て
いる。この高分子ラジカルは加熱 2 2 0 °C まで安定であり、大気中一年以上放
置しても失活が見られないという長期安定性も実証している。 P T M A とカー
ボンを組み合わせた複合炭素電極を作製しており、一対の同面積の酸化還元
波から、この電極の高い酸化還元効率を明らかにしている。さらに、この複
合電極からリチウム二次電池を構成しており、平均電圧 3 . 5 V、正極活物質あ
たり 8 0  m A h / g 近い容量 (容積当たりで約 9 0  m A h / m l )での放電を検証し、ニト
ロキシドラジカル高分子が高いエネルギー密度の電極活物質として動作しう
ることをアピールしている。この電池を 4 0 C で充放電、すなわち全容量を 9 0
秒で充放電しても、１時間で充放電した場合の 7 0 %の容量が維持できるデー





分子の合成に挑戦した結果をまとめている。2 , 2 , 3 , 3 -テトラメチルエチレンイミ
ン ( T M E I )の重合反応性は、 2、 3 位のメチル基の立体障害により極めて低く、
それゆえ T M E I の重合は従来報告されていなかった。本論文では、開始剤とし
て三フッ化ボロンジエチルエーテル錯体を用い、無溶媒、 1 5 0 ° C で T M E I のカ








族ニトロキシド高分子の合成について述べられている。ジ - t -ブチルニトロキ
シドの酸化還元反応の可逆性は高くないが、これがニトロソ - t -ブタンおよび
2 -メチルプロペンの生成をともなう酸化分解にあるとの推定に到っている。




















第 6 章では、 A r F エキシマレーザーに対する低い吸光度と高い熱安定性を
兼ね備えた感光剤の合成とその酸発生能について成果が記述されている。従
来、 A r F エキシマレーザーに対して光吸収の低い感光剤としてシクロ環をも
つアルキルスルホニウム塩が検討されていたが、この化合物は熱安定性が低
いため実用には到っていなかった。申請者はチアシクロ環をもつ 2 -オキソブ
チル -チアシクロペンタニウム  トリフルオロメタンスルホナートを環状スル
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